
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「フラワーデモ」は、 2019 年 3 月、性被害を訴えた裁

判に相次いで無罪判決が出たことを受け、ＳＮＳでの

呼びかけを機に同年 4 月から東京で始まった。被害

者への連帯の気持ちを表す花を持って集まり、過去

の性被害について語るスタンディングデモ。共感した

人たちの声がつながり、毎月 11日に全国各地で行わ

れるようになった。 

世界的に広がった「＃ＭｅｅＴｏｏ」運動は、「被害者

にも非があった」など二次被害を受けることもあり、日

本では馴染まないとされたが、フラワーデモは安心し

て話せる場として広がりをみせている。参加者から

は、痴漢、セクシャル・ハラスメント、親族からの性暴

力など、安全であるはずの身近な場所で性暴力が起

きていることが語られていった。 

 フラワーデモのきっかけとなった裁判のひとつ、中

学生の頃から、実の父親からの同意のない性行為を

強いられていたと認められながら、「抗拒不能」な状態

だったと認定するには「合理的な疑いが残る」とした名

古屋地裁岡崎支部の無罪判決（2019年 3月）は社会 
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ト ピ ッ ク ス 

◆7月 24日（金） 13：30～15：00 

「働くうえでの 人間関係のつくり方」 

今の仕事、自分に合っているのかな？ 人間関係が 

うまくいくか少し不安・・・と思っている方にわかりやすく 

アドバイスしてくれます。就労に関する質問もどうぞ。 

講 師：岡田恵子
え い こ

（キャリアコンサルタント・参画センター相談員） 

＊場所、参加費、託児は上記と同じ 

 

◆6月 7日（日）  13：30～14：30 

場 所：参画センター 相談室 

参加費：無料    

 

◆6月 11日（木)  10：00～12：00 

場 所：参画センター 学習研修室 1・2 

参加費：無料    託児：あり（要予約） 
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を驚かせ、大きな議論を呼んだ。 

 4月 11日、東京で開かれた初めてのフラワーデモは、

「何かせずにはいられなかったので、今日ここから始め

ていきたい」という呼びかけでスタートした。以来、日本

各地の街頭に広がっていった静かな優しい連帯の場。

12 回目を迎える今年 3 月は、8 日の国際女性デーに合

わせ、初めて 47 都道府県すべてでフラワーデモが行わ

れる予定だったが、新型コロナウイルス感染拡大で中

止になった。しかし、様々なかたちで 1 年をかけて紡い

できた「＃ＷｉｔｈＹｏｕ」の輪が広がった。 

2017年 6 月の刑法改正では、110 年ぶりに性犯罪が

厳罰化された。また、被害対象が男性も含まれるように

なり、親告罪が廃止された。しかし、「被害者の反抗を著

しく困難にする程度の暴行や脅迫」がなければ罪に問

えないという「暴行・脅迫」要件は依然残ったままであ

る。附則に「性犯罪の被害の実情や 

改正後の状況を見ながら必要があれば 

見直しを検討するという文言通り見直し 

が始まる目処とされているのが、2020年 

の今年。被害者の声が届くかどうか注視 

していきたい。（資料：Ｗｅ Ｌｅａｒｎ、Huffpost） 

 

 

 

◆6月 24日（水） 13：30～15：00  

「仕事と家庭を両立させる方法を考える」 

仕事を始めたい、現在仕事をしているけど家庭や子どもの

ことを考えると不安を感じる。そんな方のための講座です。

託児もついているので、安心して受けられますよ。 

ご参加お待ちしています。 

講 師：仁賀順子（キャリアコンサルタント・参画センター相談員） 

場 所：参画センター学習研修室２ 

参加費：無料 

託 児：あり、無料（6 ヶ月以上就学前 

までの子ども・1週間前までに要予約） 

 

 

 

参加者数：5 人 場所：学習研修室 3 

講師：参画センター職員 

 

防災備蓄食品は、実際何を用意しておけばよいのか 

わからないという方もいると思いますが、今回、実際に 

見て味見して、自分に合った食品を選んでもらうきっかけ 

にしてもらいました。避難時のコロナ対策についても 

学びました。 

（参加者の感想） 

「備蓄食品、非常持ち出し袋の点検、整備を早急に 

行いたいと思いました」 

「非常 「今まで自分が非常時を体験していなかったので、 

 

  

 

  

 手話サークルひびきは、参画センターや瓦町

ＦＬＡＧ8 階の健康ステーションで、毎月土曜

日に活動しています。主に手話の講習会ですが、

手話を習いたい方は、いつでもどなたでも見学

に来てください。場所はその都度変わりますの

で、確認してお越しください。 

 

（参画センター） 

☎ 087-833-2282 

（健康ステーション） 

☎ 087-812-7532 

 四国百名山会は、高松市登山学校の卒業生が

設立した山の会です。毎月（土・日のどちらか）

１回の山行と第二木曜日の勉強会、年に４回、

２泊３日の特別行事などを主な活動としていま

す。３月からコロナ対策のために中止していた

山行も７月から活動を再開します。 

 健康・安全第一を 

目標に活動しています 

ので、経験者を問わず 

興味のある方は、ぜひ 

ご入会ください。お待 

ちしています！ 

 

◆6月 13日（土） 13：30～15：30 

場 所：参画センター相談室 

参加費：無料     

 

 

 

 

 

 

これからは少しでも防災のことに気をつけていきたいと

興味を持てるようになりました」 

「コロナの問題が起き、避難するというより、家での避難

を重点的にしたいと思いました」 

「防災備蓄食品の必要性がよくわかったので、水、レトル

ト食品、好きな菓子などを買い出ししようと思いました」 

 当センターでの学習・イベントなどの開催については、

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、「３つの

密」（密閉、密集、密接）を徹底的に回避するようにご協

力ください。 

開催する場合の具体的な対策として、 

①発熱や風邪症状のある方の参加自粛の要請をする。 

➁マスクの着用など、喉エチケットを徹底する。 

③手洗い、手指用のアルコール消毒を励行すること。 

④参加者の距離（２ｍ程度）を取り、近距離での会話や大

声での発声を避ける。 

⑤屋内での開催は、定期的に換気をする。 

⑥会場の規模に応じ、適切な参加者数で開催すること。 

⑦出来る限り、開催時間の短縮に努める。 

 

 
 


